
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和4年度）
（単位：円）

（備考）　事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備　考

1
地域活性
化措置

大野市図書館維持運営事業 大野市 12,843,518 8,500,000

2
地域活性
化措置

公立保育園維持運営事業 大野市 38,421,554 30,832,000

3

公共用施
設に係る
整備、維
持補修ま
たは維持
運営等措
置

真名川憩いの島トイレ新築
事業

大野市 12,070,300 9,000,000

4

公共用施
設に係る
整備、維
持補修ま
たは維持
運営等措
置

和泉郷土資料館改修事業 大野市 10,016,600 8,000,000

5

公共用施
設に係る
整備、維
持補修ま
たは維持
運営等措
置

舗装補修事業　　　　　　　　　　　　　
（市道　鍬掛・下黒谷線）

大野市 17,391,000 12,000,000

6

公共用施
設に係る
整備、維
持補修ま
たは維持
運営等措
置

舗装補修事業　　　　　　　　　　　　　
（市道　上庄中木本線）

大野市 6,743,000 5,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 大野市図書館維持運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 大野市

交付金事業実施場所 大野市天神町

交付金事業の概要

施設の健全な維持運営を行うことで、生涯学習センターや公民館、図書館が一体となって、
情報発信や学習相談などの学習支援を実施し、「結の心」あふれる人づくりを進めるために
本補助金を活用しました。
大野市図書館の人件費（3人分）9か月分。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第六次大野市総合計画前期基本計画（令和3年度～令和7年度）
基本目標：みんなでつながり地域が生き生きと輝くまち
施策：地域住民が利用しやすい活動拠点をつくります
目標：図書館の来館者数　100,000人（令和4年度）

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

成果実績 人 89,127

目標値 人 100,000

達成度 ％ 89.1%

評価年度の設定理由

―

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　新型コロナウイルス感染症の影響もあり目標値には届きませんでしたが、人材の確保によ
り、利用者に対し安定した図書館サービスの提供が実施できました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

活動実績 人 27 18 27 

活動見込 人 27 18 27 

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

交付金事業の総事業費
等

令和2年度 令和3年度 令和4年度 備　考

総事業費 13,502,827 10,351,728 12,843,518

交付金充当額 7,600,000 10,000,000 8,500,000

うち文部科学省分 0 0 0

うち経済産業省分 7,600,000 10,000,000 8,500,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 図書館職員 12,843,518

交付金事業の担当課室 大野市総務課

交付金事業の評価課室 大野市総務課

図書館の来
館者数
100,000人
(令和4年度)

図書館の来
館者数

交付金事業の活動指標
及び活動実績

図書館職員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用
期間（月））

交付金事業の成果目標
及び成果実績



Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

2 地域活性化措置 公立保育園維持運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 大野市

交付金事業実施場所 大野市朝日ほか2件

交付金事業の概要

園児一人一人の豊かな人間性を育み、健全で調和のとれた子どもを育成する保育の充実を図
るとともに、子育て環境の変化に応じた保育を実施するために、本補助金を活用しました。
大野市内の社会福祉施設の人件費（（3保育所・保育士6名、調理師2名）人件費8人分）9か
月分。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第六次大野市総合計画前期基本計画（令和3年度～令和7年度）
基本目標：未来を拓く大野っ子が健やかに育つまち
施策：保護者のニーズに応じた子育てサービスを提供します
目標：保育を必要とする児童の入所率　100％（令和4年度）

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由

―

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　児童の入所率については例年通り目標を達成していますが、さらに児童が心身共に健やか
に成長できるよう、魅力的かつ独創的な保育の展開を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

活動実績 人 81 72 72 

活動見込 人 81 72 72 

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

交付金事業の総事業費
等

令和2年度 令和3年度 令和4年度 備　考

総事業費 41,638,204 37,021,131 38,421,554

交付金充当額 30,139,000 35,433,000 30,832,000

うち文部科学省分 0 0 0

うち経済産業省分 30,139,000 35,433,000 30,832,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 保育士・調理師 38,421,554

交付金事業の担当課室 大野市総務課

交付金事業の評価課室 大野市総務課

保育を必要
とする児童
の入所率　
100％
(令和4年度)

保育を必要
とする児童
の入所率

交付金事業の活動指標
及び活動実績

保育士・調理員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用
期間（月））

交付金事業の成果目標
及び成果実績



Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

３ 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 真名川憩いの島トイレ新築事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 大野市

交付金事業実施場所 大野市　菖蒲池　地係

交付金事業の概要

真名川憩いの島（市屋外体育施設）には富田大橋下流側の左岸堤防外側にトイレが1カ所あ
りますが、富田大橋上流側のマレットゴルフ場から当該トイレまでは500ｍ以上の距離があ
り大変利用しにくい状況でした。今回、真名川憩いの島富田大橋上流側の左岸堤防外側に
トイレ１棟を建築することで利用者の利便性を向上を図ることができました。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第六次大野市総合計画後期基本計画（令和3年度～令和7年度）
基本目標：健幸で自分らしく暮らせるまち
施策：スポーツを楽しむ取り組みを推進します
目標：真名川憩いの島年間利用者数　12,000人（令和5年度）

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度

成果実績 人 -

目標値 人 12,000

達成度 ％ -

評価年度の設定理由

事業実施の翌年度の効果を評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

-

評価に係る第三者機関等の活用の有無

-

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

活動実績 棟 1 － 1 

活動見込 棟 1 － 1 

達成度 ％ 100.0% － 100.0%

交付金事業の総事業費
等

令和2年度 令和3年度 令和4年度 備　考

総事業費 1,050,500 － 12,070,300

交付金充当額 880,000 － 9,000,000

うち文部科学省分 0 － 0

うち経済産業省分 880,000 － 9,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

トイレ新築工事 一般競争入札 横田建設（株）（大野市） 12,070,300

交付金事業の担当課室 大野市スポーツ推進課

交付金事業の評価課室 大野市スポーツ推進課

年間利用者
数

12,000人

年間利用者
数

交付金事業の活動指標
及び活動実績

トイレ新築　１棟
（建築工事、外構工事、
電気設備工事、給排水衛
生設備工事）

交付金事業の成果目標
及び成果実績



Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

４ 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 和泉郷土資料館改修事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 大野市

交付金事業実施場所 大野市　朝日地係　

交付金事業の概要

観光を取り巻く社会情勢では、中部縦貫自動車道和泉ICまでの開通（R５年春）や恐竜を題
材とした映画ジュラシックワールドの公開（R４夏）、恐竜博物館のリニューアル（R5
夏）、北陸新幹線福井敦賀開業（R６年春）などがあり、大野市への誘客拡大のチャンスを
迎えています。このチャンスを最大限活かすため、和泉地区の化石産地としての魅力度を
向上し、継続的に運営することで更なる観光誘客を図ることができました。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第六次大野市総合計画後期基本計画（令和3年度～令和7年度）
基本目標：歴史・風土と新たな強みを生かした活力あるまち
施策：魅力ある地域資源を磨きあげ、観光資源として活用します。
目標：観光入込客数の増加

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度

成果実績 人 -

目標値 人 208万

達成度 ％ -

評価年度の設定理由

事業実施の翌年度の効果を評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

-

評価に係る第三者機関等の活用の有無

-

活動指標 単位 令和4年度 年度 年度

活動実績 式 1 

活動見込 式 1 

達成度 ％ 100.0%

交付金事業の総事業費
等

令和4年度 年度 年度 備　考

総事業費 10,016,600

交付金充当額 8,000,000

うち文部科学省分 0

うち経済産業省分 8,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

リニューアル工事 一般競争入札 （有）サシオカトーヨー住器（大野市） 10,016,600

交付金事業の担当課室 大野市観光交流課

交付金事業の評価課室 大野市観光交流課

観光入込客
数
208万人

観光入込客
数
208万人

交付金事業の活動指標
及び活動実績

リニューアル工事（外壁
補修工事、空調設備工
事、サイン工事）

交付金事業の成果目標
及び成果実績



Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

５ 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 舗装補修事業（市道 鍬掛・下黒谷線）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 大野市

交付金事業実施場所 大野市　下黒谷　地係　（市道　鍬掛・下黒谷線）

交付金事業の概要

　市道鍬掛・下黒谷線は、村部から居住人口の多い市街地中心部へ向かう重要な生活道路
ですが、舗装の損傷が著しく、道路利用者の円滑な通行の妨げとなっている状況でした。
そこで、本補助金を活用し舗装補修を行い、生活道路としての機能回復を図ることができ
ました。
・鍬掛・下黒谷線　R4:L=512m
土工一式　表層工　A=3,360㎡　不陸整正工　A=3,330㎡　区画線設置工　1式　仮設工　1
式

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第六次大野市総合計画後期基本計画（令和3年度～令和7年度）
基本目標：豊かな自然環境の中で快適に暮らせるまち
施策：雪や災害に強い生活道路を整備、維持します
目標：損傷した市道の適切な補修による生活道路の安全性及び利便性を確保し、住民から
の苦情の件数を0件にする。

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

成果実績 件 0 

目標値 件 0 

達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由

―

交付金事業の定性的な成果及び評価等

損傷の激しい市道の舗装補修を行うことで、道路利用者の安全で円滑な通行に寄与することができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標 単位 令和3年度 令和4年度

活動実績 ｍ 538 512 

活動見込 ｍ 538 512 

達成度 ％ 100.0% 100.0%

交付金事業の総事業費
等

令和3年度 令和4年度 備　考

総事業費 16,566,000 17,391,000

交付金充当額 12,250,000 12,000,000

うち文部科学省分 0 0

うち経済産業省分 12,250,000 12,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

舗装補修工事 一般競争入札 （株）高茂組（大野市） 17,391,000

交付金事業の担当課室 大野市建設整備課

交付金事業の評価課室 大野市建設整備課

住民からの
苦情報告件
数0件

住民から市
役所への当
該道路への
苦情件数

交付金事業の活動指標
及び活動実績 市道　鍬掛・下黒谷線

L=512ｍ

交付金事業の成果目標
及び成果実績



Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

６ 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 舗装補修事業（市道 上庄中木本線）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 大野市

交付金事業実施場所 大野市　稲郷　地係　（市道　上庄中木本線）

交付金事業の概要

　市道上庄中木本線は、上庄中学校の通学路となっておりますが、舗装の損傷が著しく、
通学者の円滑な通行の妨げとなっている状況でした。そこで、本補助金を活用し舗装補修
を行ったことにより、通学者の安全を確保することができました。
・上庄中木本線　R4:L=200m
土工一式　表層工　A=1,260㎡　不陸整正工　A=1,260㎡　区画線設置工　1式　仮設工　1
式

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第六次大野市総合計画後期基本計画（令和3年度～令和7年度）
基本目標：豊かな自然環境の中で快適に暮らせるまち
施策：雪や災害に強い生活道路を整備、維持します
目標：損傷した市道の適切な補修による生活道路の安全性及び利便性を確保し、住民から
の苦情の件数を0件にする。

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

成果実績 件 0 

目標値 件 0 

達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由

―

交付金事業の定性的な成果及び評価等

損傷の激しい市道の舗装補修を行うことで、道路利用者の安全で円滑な通行に寄与することができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標 単位 令和4年度

活動実績 ｍ 200 

活動見込 ｍ 200 

達成度 ％ 100.0%

交付金事業の総事業費
等

令和4年度 年度 年度 備　考

総事業費 6,743,000

交付金充当額 5,000,000

うち文部科学省分 0

うち経済産業省分 5,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

舗装補修工事 一般競争入札 （株）大幸建設（大野市） 6,743,000

交付金事業の担当課室 大野市建設整備課

交付金事業の評価課室 大野市建設整備課

住民からの
苦情報告件
数0件

住民から市
役所への当
該道路への
苦情件数

交付金事業の活動指標
及び活動実績 市道　上庄中木本線

L=200ｍ

交付金事業の成果目標
及び成果実績


